
読み聞か時四じ，主として音声からこL誌福元。

［音声と事物＠事象とのつながり］

文字で書いたりすることを通してことばを習得する。

一一一一一－ E音声と事物・事象と文字とのつながり｝

理解したことばの意味を9 様々な言語活動を通じて何度L五一一一一
ることで，自分のことばとして習得する。

［抽象的なことばの意味とのつながり〕

初等部前期

しながら触れ

抽象的な したり？をこと より豊

思

話

と

と表現とのつながり］

(2）国語における思考力＠判断力＠表現力について

学習や日常の言語活動では思考＠判断が同時に行われたり繰り返されたりする場台が多い fんや

考力＠判断力比筆者や話し手＠聞き手の意向などを読んだり聞いたりして「理計る同J町、＼

したり書いたりして「表現する活動」に総合的に表れるとの考えから，大きく「間力＠判断力J
「表現力」の 2つに分けた上でラそれぞれを次のように仮定した。

論理的に考

0思考力＠判断力

I 言語の意味やそれに含まれる考え＠意図等に基づ、いて‘
I えたり，盟像をふくらませたりする力
10表現力

I 自分の考えなどを整理してラ伝わりゃすい表現を思考したり判断したりしながらヲ話したり
I 書いたりする力

ことを（筆者は）暗に伝えたいのだと思います。毎日の授業や，友達とのつきあい方にも通じるこ

とだと思、いました。

直感をはたらかせたり，
昧の素の例はなるほどと思いました。化

学の分野と家庭科の分野が関わっているいい例だと思いました。家庭科はヲ栄養などで化学と関わ

りがあるのも納得できます。でも，そこまで意外な感じは受けなかったのでヲもっと意外な分野同

士のつながりについても知りたいと思いました。

(3）かかわり合いを還して，思考力＠判断力＠表現力を育てることについて

ことばに関する知識＠技能を活用して課題を解決するために必要な思考力。判断力，表現力を養うた

めにはヲまず授業の中で，何のためにその文章 1二士
1 どういうことを自指すのかといった目的を明確

にすることにした。次に，文章を単に読むだけでなし思考力＠判断力と連動した形で読む力を高める

取り組みを意識した。例としてョ自由記述に不慣れな子どもには，授業のまとめの時に，自分の表えを

簡潔に書かせて自由記述に慣れるようにしたり，自分の考えを所定の字数＠様式にまとめて表現するな

どの練習を行ったりすることであるo 文章を読んで理解することによって得られた知識について，実生

活や行動と関連づけて表現する力を高めるとともに，他方で書いたものを更に深めることを通して読む

と

に

力を高めることが期待される。

ーのように3 読むという営み内点目てた場合比（引のように「思考力，判断力」と「表現力」

は分けて考えられるが，国語学習という視点からとらえた場合ヲ思考力。判断力。表現力は

関連しているととらえ直し，思考力＠判断力を中核として9 読みの力也表現する力

これは，説明的文章「「新しい博物学』の時代」のまとめとして生徒が書いたものである。天文学単

独では明らかにならなかった超新星爆発の時期が町古典「名月記」の記述により特定されたという事例

についての新鮮な驚きが表れている。また，この文章は学問の総合的な結びつきの可能性を述べている

が，この生徒は読み取った内容を，発展的に白分のこととして理解L，自己の生活と結び、つけて述べて

いる。つまりヲ情報を正確に取り出したり 9 文章を肯定的に理解したりする読み方だけではなくヲ言外

に込められた筆者の意図などをヲ自己と照らし合わせて解釈することができているといえよう。後半は，

異なる学問分野が結びついた例を身近なところから探L，生徒同士で情報交換を行ったことについての

記述で、ある。他者の意見や考え方を受けて3 内容ヲ形式や表現，論理的思考の正確性等を理解，評価し

たり 9 自分の知識や経験と関連づ、け’て発展的に考えようとする読みが実現された例だといえる。この生

徒は9 学習後も探求心をもち，さまざまな学問分野の結びつきという視点カ〉らメディアや読書に興味を

もって臨んでいた。
に高めてい

ょう有効なかかわり合いのあり

I :/1:刀等部前期

ト初等吉f後期l 他者の発言に対して間J心が向くことから 小集団や
（一 一一 （ より多くの人数による対話を可能にしていく。

人 ,_ - i 発達段階の特性から，自分を表現すること司品

日 等吉川 も考慮しョこれまで詰ったさまざまなかかわり合いを
！ ！／機能させる。

日付〉わ寸← 一一一三工一 一

／＼ 
来ぺ7九起J刊しに
かかわり合い＼の j C 

／伺を広げていd I 

／ 一一λl
＠学級全体 l

っと

教師と子どもヲまた

り合いの中から子ども
ども同士の I
に広げていく。

昨年度ま

どもをとら

2 

ベア＠

音読を繰り返したりコ

〔ことばの概念（多様性）

ー立
口等中

空襲砂金いの中で｛閣の重量みを蕗げ深める盟語学習

様々な言語活動を通じてq

かに表現したりする。

初等部後期

「新しい博物学」の時代を読んで9 全く関係なさそうな分野同士が意外にも関わり合っているの

だということがよくわかりました。藤原定家が日頃から天文現象を観察し続け一ていたこともですが9

超新星爆発に関する過去の記録も調べたヒでの正確な記録だったということにも驚きました。

古典と天文学のような，種類の違う学問同士の結び、っきで今まではっきりしなかったものが明ら

かになるということから，日頃から偏った見方ではなく，広い視野をもつように努めなさいという

〈中略〉

（異なる分野が関わり合っている日常生活の仔！Jとして）

くことをねらった。

さらに，思考力。判断力，表現力を育てていく上での

え？学習の中に効果的に位置づけるようにし

しでものの見方や考え方を広げ，

よりよい言語生活ゃ社会生活を送ろにしヲ

の国語部ではq ことばの学習9 特に「読むこと」

めながら，子ども自身が白己の変容をとらえる

ることのできる子どもの姿をめざしている。

の研究の経緯

品とLLう視点から

発達段階ごとに大切にしたい

このことでヲそれぞれの段階でつけたいこと

る上でのn11けとなった。またョ学習の中で子ども

きた。乙れは？子どもの成長過程における

31 

匡三司

11年聞の発達段階を考慮した国語学習がいかにある

中学校 3年生生徒の学習のふりかえりにみられるラ

1 国語科で願う豊かな学びの姿

本校国語科では，幼小中一貫教育を進める中でヲ

べきかを，授業実践を通じて探っている。以下は，

学びの姿の一例である。

の3ブロソクごとに次のよう

力ゃーその力をつけるための学習活動を

とらえる上で、の指標として指導者も

Ill貢序を示すものではないというこ

一－ 30

..，円
改り心。

に仮定し

見出したり
ア－ 1 
9 」 C

とに注意する



ことばの微妙なニュアンズをとらえたり，使い分けたり

をベーヌに守抽象的な感覚や概念、をことばから

に）与をいっそうfより止Ji震に町

できるような

あると考える。子どもに

する力が大切になってくる。これまで

したりすること

ようになる

したりこと

とからラ

を次のよう

の研史

。判断力 e 表現力についての11年間のつながり

2の（2）を押し進めっ本年度は附j盲学校圏 3ブロックでめざしたい思考力。判断力。

）
 

！
 

F
E
1
4
H
B
 

（
 

させていく。 J2,(とのこ

いもでることで9

区ヨUL,

に重きを置く

による学習の成果

1をまとめとして位置づけることのみ

ねらいによってはけるかフ

さらにそれぞれ

いを生み出せる

i或7こらきカ＼（j

ここでいう学級全員で学び合う場面とは？教師の発問に子ども

個々やグループ。学習の成果を学級へ発信するよう

チボールを他の子どもが聞いているだけという一般的に陥りやすい

「学び合い」をより活性化させるために，以下のはたらきかけを心がけたい。

学び合いは，「伝える側」と「受け子」の両方の指導で初めて成り立つものでありラ両者に不可欠な

のは桔手間であるo 話し方の指導？聞き方の指導等を平素の授業で、機会をとらえながら繰り返し5 子

どもが自分のことばの｛吏い方を意識する機会を与えるo また q かかわり合いの学習においては学習の手

引き等で誰とどのようにかかわっていぐのかを明示する。

学び、合いが成立する学習の中心として「話す＠聞く Jという

く」活動を位置づける。子どもの発達段階に照らし合わせると 9

ための思考力判断力表現力が間わti，蓑われるようになると考えら

でまとめる時間を与えたり，受け手へは平素からの指導で一回で聞き

り返して返答するなどの実践を行う。

教師が教材研究によってどう読み広げたり，読み恥させたいのかを明確にもつことはもちろん吋

読みの押しつげにならないようにすることを心均三（jたはたらきがけをしたい。例えば、 よ一切ー

みに陥らないよう常に子ども全体へ広げたりヲ先む発言を踏まえた次の発言をヲlき出すよう促したり

ることである。具体的には9 認める（意欲につなげる），掘り下ける Cf宝由を問う，言い換えさ；せる〉。

うことである。

ていくような読み取り

どもと教師とのキャッ

はなく，子ども向土の

書

る

い

う

「

え

書

い

に
「
広
（
且
の

に

適

手

手

は

相

相

ヘ

を

側

く

覚

る

開

成
U

え

に

L
f
一

ヰ
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凶

Fザ

V」

をもち，に興I床⑩

に考えた。

初等部前期

他者の考えと

他の方法も交え

言語の意味やそれに含まれる考え。意図等に基づいて，直感を・はたらかせたりヲ

論理的に考えたり 9 想像をふくらませたりしながら，伝わりやすく表現する力
Rμ 

立
口等中

そ

と

、•r ' 

」こ

七

はたらきかけ/~ 

花＼
'・・・ 

その

いのレベルをどう評価するかという

JI 

もあるだろう。

抽象的な意味や間接的。暗示的表現をとらえて言葉を理解し

べたり，他者の考えを取り入れたりしながら，言葉だげでなく

て表現寸る力

かになっていどであろう。

またp 学級全員の学び合いで広

の学び合いで到達したい

を起点として教師が子ども

いの／マターンを意図的に仕組／し

が成り立つような教師の手引き等による

るにあたり司 これまでは9

的であったが，

はない。展開のどこにペア

ハヅよまり，繰り返し

していくという過程から生まれる。

ポイントであったが，単なる

n'l 
,)() -

「三売子「
物語を中JL,¥/iこ，音読し

たり他の意見を聞いたり

しながら9 登場人物の様

子や話の展開をとらえる

力

に表れているもの

の見方や考え方について，

知識や体験と関連づけた

りヲ批評的な視点をもっ

たりする力

3ブロックと

評価に関して
~いマ

しい。

初等部後期

これを踏まえ，さらに「話すこと＠聞くこと」「書くこと」「読むこと」のそれぞれの領域ごとに思考

力。判断力⑥表現力を次のように設定した。

またヲ

ーし 『

め心。

LI. 

な

くり

部

(2）思考力⑩判断力⑩表現力を育て高めるた

①学級全員で学び合う場面をどう構i慢する

Zl .I 
相手や目的に応じてヲ 相手や目的に応じヲ

他者の考えや客観的な視｜成を考えたりラ客観的な

点、を踏まえながら伝えた｜視点を交えたりしながら，

仏他者の考えを批言平し｜効果的な表現を考えて書

たりしながら聞く力

文章の構成や文章

れているものの見方や考

え方に、ついて，事実と意

見とを区別したりヲ他者

の考えを自分と比べたり

する力

中

初等部前期前半の時期はラ身の回りの豊かな経験から紡ぎ出されるあらゆることばが，生きた学習と

して成立する。この段階ではまず保育者や友だちヲあるいは自分自身が発する音声言語ι具体的な事

どを結びつけることを大切に寸る。初等部前期後半はヲ小学校低学年に相当するがラこの時

音読や書くことの基本姿勢を確実に身につけることを大切にしながら，読むことに対する興味関

ったりヲその他の国語学習の基礎を養ったりする。初等部後期は，子どもが具体物を表現するこ
ナァ 、、
d （ー

こi"l

に即したとらえ

しているのか，

り返しによ

けでもイメージすることができる

とL 

た

に

力
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J
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こ
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相手や目的に応じっ

実と意見とを区別したり，

表現の効果を考えたりし

ながら書く力

中等部の時期

話すこと E 聞くこと

身近なことや経験した

ことう書号J心のあることに

ついてヲ進んで、話したり，

共感的に聞いたりする力

相手や目的に応じて，

事実と意見とを明確にし

てイ云えたり句他者の考え

を自分と比べながら聞い

たりする力

身にヮけたりすることも重要である。ま f：二9 文章の

って生まれた自分の考えがどのことばから

とのつながりで理解できたもの

「一一一一

初等部前期

可

匂。るような活動もこの時期からは大切に

初等部後期

から-・ ' 」〈ー

してし九く
,_ , 
ま 7こ，

民地家tけなこと

にも二子どもたちの目を）五げていく。

その根jt~を明らかにしながら
ムー

と！、 C",

やしたり

きるように心が

物ラ

五日はp

,-J. 




